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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
図書のバーコード費用について
　４月１３日の事務説明会で若干話題になりました学校図書のバーコードについて、業者さんに聞いてみました。分かったことは、
①バーコードの料金は全ての図書１冊につき、７３円が定価に上乗せされている。

②そのように取り扱うことについては、市教委の了解がある。

③このような取り扱いは、情報ボックス（バーコードで管理するPCシステム）が導入されている学校（浜益・厚田には導入されていないようです。）で行われている。

（因みに、花川中と樽川中では生徒の個人バーコードをシールにして生徒手帳に張っているので、その費用が千円強かかりますが、これは消耗品費で支出しています。）

ということです。

　私見ですがこの結果から若干の疑問点を列記してみると、①執行決議書に記載される「定価」と、書籍本体の定価は異なることになるが、問題はないのだろうか、②情報ボックスのある学校とそうでない学校では、同じ書籍でも決議書上の単価が異なることになるが、問題はないのだろうか、③寄贈図書にバーコード処理をする場合は、現状消耗品費で決済しているが、それなら通常もそうしていいのではないか（消耗品費が圧縮されるという難点はあるが）、など不思議な点はあります。市教委が了解しているから問題はないといえばそれまでですが・・・
　このことに関する情報をお待ちしております。

ishikarirenkei@yahoo.co.jp まで。




























